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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬袋に印刷する各データ項目の項目内容に対応する、処方データに含まれる所定情報を
複数の区分に分割し、分割した各区分に対して１つの画像をそれぞれ関連付けた画像ファ
イルを記憶する画像記憶手段と、
　前記画像を薬袋に印刷する画像印刷手段と、
　処方データに含まれる所定情報に基づいて、前記画像記憶手段に記憶した区分を検索し
、対応する画像を読み込み、前記画像印刷手段により薬袋に印刷させる制御手段と、を備
えたことを特徴とする薬袋印刷装置。
【請求項２】
　前記画像記憶手段は、１年を月日で春夏秋冬の４つの区分に分割し、区分毎に四季画像
データからなる季節写真画像ファイルを記憶し、
　前記制御手段は、処方データに含まれる調剤日に基づいて、前記画像記憶手段に記憶し
た春夏秋冬のいずれの区分に属するのかを判断し、該当する四季画像データを前記画像印
刷手段により薬袋に印刷させることを特徴とする請求項１に記載の薬袋印刷装置。
【請求項３】
　前記画像記憶手段は、年齢区分と、該年齢区分に対応する年齢識別画像データとを有す
る年齢識別写真画像ファイルを記憶し、
　前記制御手段は、処方データに含まれる患者の生年月日又は年齢に基づいて、前記画像
記憶手段に記憶した年齢区分のいずれの区分に属するのかを判断し、該当する年齢識別画
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像データを前記画像印刷手段により薬袋に印刷させることを特徴とする請求項１又は２に
記載の薬袋印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、病院や調剤薬局等の医療機関で使用される薬袋印刷装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、薬袋印刷装置では、薬袋に患者名、薬剤の用法・用量、注意事項等を文字印刷して
いる。
【０００３】
患者は、印刷内容（薬剤の用法・用量）に従って薬剤を服用するが、薬剤の種類や量が多
くなると、どの薬剤がどの服用方法に対応するのか等を一々確認しなければならないし、
勘違いにより誤って服用する恐れもある。このため、薬袋に文字のみならず、薬剤の画像
データを印刷できるようにした薬袋印刷装置が提案されている（特開平９─１６８５７８
号公報参照）。
【０００４】
また、患者は、印刷内容（注意事項）に従って薬剤の保管等を行っているが、この内容に
ついては見落とされることがある。このため、薬袋に赤色のスタンプにより、「冷所保管
」等の表示を施している。
【０００５】
さらに、子供用の薬袋には、予め絵等の所定のプレ印刷を施した専用の薬袋紙を使用して
いる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記薬袋印刷装置では、印刷できる画像データが薬剤の外観を示すのみで
あり、その他の事項については、印刷文字を参照しなければならず、従来からの問題点の
改善は不十分である。また、スタンプを使用していたのでは、薬剤師等の負担が大きく、
表示忘れもあり得る。さらに、薬袋にプレ印刷を施す場合、手書きでは選ぶ手間が必要と
なり、自動印刷装置ではセットできる薬袋紙数に限りがある上、種類が多いとコストアッ
プを招来するという問題もある。さらにまた、薬剤師法の改正により、薬剤の適切な使用
のために必要な情報を患者に提供することが義務付けられており、この法律に対処する必
要もある。一方、薬袋への印刷内容は、薬剤師や患者の負担を軽減できるように、一目で
即座に判別可能なものであることが望まれている。
【０００７】
そこで、本発明は、薬袋に、患者や薬剤の種類、服用方法等を一目で即座に判別できるよ
うに印刷可能とする薬袋印刷装置を提供することを課題とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、前記課題を解決するための手段として、
　薬袋印刷装置を、
　薬袋に印刷する各データ項目の項目内容に対応する、処方データに含まれる所定情報を
複数の区分に分割し、分割した各区分に対して１つの画像をそれぞれ関連付けた画像ファ
イルを記憶する画像記憶手段と、
　前記画像を薬袋に印刷する画像印刷手段と、
　処方データに含まれる所定情報に基づいて、前記画像記憶手段に記憶した区分を検索し
、対応する画像を読み込み、前記画像印刷手段により薬袋に印刷させる制御手段と、を備
えた構成としたものである。
【０００９】
この構成により、処方データの入力があれば、薬剤師や看護婦等の医療の担い手にとって
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文字では判別しにくい情報を、自動的に薬袋に印刷する項目内容に対応する画像として読
み込んで薬袋に印刷することができる。これにより、薬剤師、看護婦又は患者は、薬袋の
印刷内容を一目見るだけで、その印刷内容が何を意味しているのかを即座に判別すること
が可能となる。
【００１０】
　前記画像記憶手段は、１年を月日で春夏秋冬の４つの区分に分割し、区分毎に四季画像
データからなる季節写真画像ファイルを記憶し、
　前記制御手段は、処方データに含まれる調剤日に基づいて、前記画像記憶手段に記憶し
た春夏秋冬のいずれの区分に属するのかを判断し、該当する四季画像データを前記画像印
刷手段により薬袋に印刷させるようにすればよい。
　また、前記画像記憶手段は、年齢区分と、該年齢区分に対応する年齢識別画像データと
を有する年齢識別写真画像ファイルを記憶し、
　前記制御手段は、処方データに含まれる患者の生年月日又は年齢に基づいて、前記画像
記憶手段に記憶した年齢区分のいずれの区分に属するのかを判断し、該当する年齢識別画
像データを前記画像印刷手段により薬袋に印刷させるようにしてもよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る実施形態を添付図面に従って説明する。
【００１２】
図１は、本実施形態に係る薬袋印刷装置のブロック図を示す。この薬袋印刷装置は、大略
、画像記憶手段であるハードディスク装置１と、画像印刷手段を含む薬袋形成印刷部２と
、制御手段である中央処理装置（ＣＰＵ）３とからなる。
【００１３】
ハードディスク装置１は、各種の写真画像ファイル及びマスタファイルを記憶する。
【００１４】
写真画像ファイルには、季節写真画像ファイル、年齢識別写真画像ファイル、顔写真画像
ファイル、患者区分写真画像ファイル及び注意事項写真画像ファイルが含まれる。
【００１５】
前記季節写真画像ファイルは、図２に示すように、月日区分、区分名及び季節画像データ
で構成されている。ここでは、１年を月日で春夏秋冬の４つの区分に分割し、各区分毎に
画像データを記憶している。なお、前記月日区分は、１月単位に細分化したり、半年単位
に拡大する等、種々の単位で任意に設定可能である。
【００１６】
前記年齢識別写真画像ファイルは、図３に示すように、年齢区分、区分名及び年齢識別画
像データで構成されている。ここでは、乳幼児、小児等の年齢区分毎に、該当する画像デ
ータが記憶されている。なお、前記年齢区分は、乳幼児を乳児と幼児に分ける等、任意に
設定可能である。
【００１７】
前記顔写真画像ファイルは、図４に示すように、患者番号及び顔写真画像データで構成さ
れている。ここでの患者番号は処方データの番号と一致している。したがって、処方デー
タが読み込まれれば、そこに含まれる患者番号に基づいて、顔写真画像ファイルから対応
する顔画像データを呼び出すことができるようになっている。
【００１８】
前記患者区分写真画像ファイルは、図５に示すように、患者区分コード、区分名及び患者
区分画像データで構成されている。患者区分コードは、各患者毎の薬剤の服用方法を示す
服薬指導等の区分名と、その内容を表示する画像データとに対応している。例えば、「０
２」であれば、区分名「服薬指導」、服用状態を示す略画の患者区分画像データが対応し
ている。
【００１９】
前記注意事項写真画像ファイルは、図６に示すように、注意事項コード、区分名及び注意
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事項画像データで構成されている。注意事項とは、処方した薬剤の取扱上、注意しなけれ
ばならない事項をいい、薬剤の保管方法が含まれる。例えば、注意事項コードが「０２」
であれば、区分名に「防湿保管」が対応し、注意事項画像データには、防湿状態で保管す
る旨を示す画像データが対応している。
【００２０】
前記各画像データは、メニュー画面から呼び出した各画像登録画面から入力可能である。
入力する各画像データの形式としては、ＢＭＰ、ＪＰＥＧ、ＧＩＦ、ＴＩＦＦ等が挙げら
れる。
【００２１】
マスタファイルには、薬剤マスタファイル、患者マスタファイル、用法マスタファイル、
診療科マスタファイル、医師マスタファイル、病棟マスタファイル、処方箋区分マスタフ
ァイル、患者区分マスタファイル、注意事項マスタファイル等が含まれる。
【００２２】
薬袋形成印刷部２は、図１に示すように、薬袋紙４を巻回したロール５と、薬袋紙４を貼
り付けて袋状にする熱溶着部６と、１袋ずつに切断して薬袋７を形成する切断部８と、薬
袋７（図９参照）の表面に所定の印刷を施すカラープリンター９（ここでは、カラープリ
ンターを使用している。）とからなる。
【００２３】
ＣＰＵ３は、各種データを読み込んで一時的に記憶するためのメモリ（ＲＡＭ）１０と、
薬袋印刷装置を駆動制御する制御プログラム（ＲＯＭ）１１とを内蔵する。ＣＰＵ３は、
処方データに基づいて前記ハードディスク装置１から該当するデータを読み込み、薬袋形
成印刷部２を制御して薬袋７を形成し、その表面に印刷する。また、ＣＰＵ３には、ホス
トコンピュータ１２、ＣＲＴディスプレイ１３、キーボード１４、マウス１５、デジタル
スチルカメラ１６等が接続されている。ホストコンピュータは、外部システムから処方デ
ータを受信するためのものである。ＣＲＴディスプレイ１３、キーボード１４及びマウス
１５は、処方データの入力や各種ファイルのデータ入力等に利用される。デジタルスチル
カメラ１６は、写真画像を入力するための機器であるが、イメージスキャナ、Ｐｈｏｔｏ
ＣＤを読むＣＤ－ＲＯＭドライブ、又は写真画像記憶フロッピーを読むフロッピーディス
クドライブ等、同目的の機器であれば採用可能である。
【００２４】
なお、前記ＣＲＴディスプレイ１３、キーボード１４及びマウス１５によっても処方デー
タを入力できるので、ホストコンピュータ１２は必ずしも必要ではない。また、前記ＣＰ
Ｕ３、ＣＲＴディスプレイ１３、キーボード１４、マウス１５及びハードディスク装置１
は、パーソナルコンピュータであってもよい。さらに、ハードディスク装置１を独立した
サーバ装置、ＣＰＵ３をクライアントとし、これらをネットワークで接続したクライアン
ト・サーバ構成としてもよい。
【００２５】
次に、前記薬袋印刷装置による印刷動作について、図８のフローチャートに従って説明す
る。
【００２６】
まず、ＣＲＴディスプレイ１３に、図７に示す処方データ入力画面を表示し（ステップＳ
１）、該当する患者の処方データを入力する（ステップＳ２）。ここでの処方データの入
力は、キーボード１４、マウス１５等を利用して直接入力したり、ホストコンピュータ１
２から読み込むことにより行う。
【００２７】
処方データの入力が完了すれば、この処方データに含まれる各データに基づいて以下の処
理を行う。
【００２８】
最初に、文字印刷データを編集する（ステップＳ３）。この文字印刷データは、患者名、
薬剤の用法・用量等の従来から薬袋７に印刷していた内容であり、前記処方データに基づ
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いてハードディスク装置１の各マスタファイルから該当するデータを呼び出し、所定のフ
ォーマットに編集する。なお、薬局名、住所、電話番号、薬剤師印欄等の定型部分は予め
薬袋７に印刷しておく。
【００２９】
そして、季節画像データを取得し（ステップS４）、その印刷データを編集する（ステッ
プS５）。季節画像データの取得では、処方データに含まれる調剤日が図２の月日区分欄
のいずれに該当するのかを検索し、その結果選択された月日区分に対応する季節画像デー
タを取得する。印刷データの編集では、取得した画像データの薬袋７への印刷場所を決定
する（以下、編集の用語は、印刷データを所定のフォーマットに従って割り当てることを
指す。）。
【００３０】
以下、同様にして、年齢識別画像データの取得（ステップS６）及び編集（ステップS７）
、顔写真画像データの取得（ステップS８）及び編集（ステップS９）、患者区分画像デー
タの取得（ステップS１０）及び編集（ステップS１１）、注意事項画像データの取得（ス
テップS１２）及び編集（ステップS１３）を行う。
【００３１】
こうして全印刷データを取得して編集すれば、カラープリンター９にデータを送信し、薬
袋７への印刷を行う（ステップS１４）。そして、入力された処方データについての処理
が全て終了するまで（ステップS１５）、前記ステップS２からS１４の処理を繰り返す。
【００３２】
具体的に、図７に示す処方データが入力された場合、文字印刷データとして、調剤日「平
成１０年８月３１日」、患者名「山田太郎（ヤマダタロウ）」、診療科「内科」をそのま
ま取得して編集する。また、用法を示すコード「シヨウエ　カフセヒ／３０１」に基づい
て、「１日３回７日分　毎食後３０分　１回に、錠剤２種　合計３錠をお飲みください。
」の文字印刷データを取得して編集する。さらに、注意事項１「０３」に基づいて、「冷
蔵庫で保管してください。」の文字印刷データを取得して編集する。
【００３３】
また、調剤日「８月３１日」に基づいて区分を検索する。「夏」に該当するので対応する
画像データを取得して編集する。生年月日「平成02.05.06」又は年齢「008歳03ヶ月」に
基づいて、年齢区分を検索し、区分名「小児」を選択して、対応する年齢識別画像データ
を取得して編集する。患者番号「93026581」に基づいて該当する顔画像データを取得して
編集する。患者区分「０２」に基づいて、区分名「服薬指導」に対応する患者区分画像デ
ータを取得して編集する。注意事項コード「０３」に基づいて、区分名「防湿保管」に対
応する注意事項画像データを取得して編集する。
【００３４】
そして、以上のようにして取得して編集された各印刷データに基づいて薬袋７に印刷した
結果は図９に示す通りである。
【００３５】
この薬袋７には、従来と同様な文字が印刷される以外に、調剤日に対応する季節画像、患
者の年齢に対応する年齢識別画像、患者の顔画像、服用方法等を示す患者区分画像、薬剤
等の取扱い等の注意事項を示す注意事項画像が印刷される。
【００３６】
前記季節画像により、調剤時期が一目で分かる。したがって、処方から長期間経過してい
るという異常に気付きやすい（薬剤は、医師が発行する処方箋に基づいて、患者のそのと
きの症状に応じた数日分を処方しており、長期間保管されることは想定していないが、患
者によっては、後になってから服用することもある。このため、調剤時期を示す季節画像
を印刷する意義がある。）。
【００３７】
前記年齢識別画像により、患者に手渡す際の準備をしておくことができる。すなわち、患
者が幼いことを示す画像が印刷されていれば、保護者の付き添いを想定でき、渡し間違い
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の発生を防止可能である。また、付き添いがない場合、子供にも理解できるような説明を
準備しておくことも可能である。さらに、患者の年齢については、他人の目にも触れるた
め、薬袋７には印刷していないが、画像印刷であれば、印刷することに対する心理的な抵
抗は少ないものと思われる。
【００３８】
前記患者区分画像により薬剤の服用方法等を、前記注意事項画像により薬剤の保管方法等
をそれぞれ一目で把握することが可能となる。したがって、薬剤を外来患者や入院患者に
渡す場合、薬剤師や看護婦等が一目で判断して患者に対して的確に説明することが可能と
なる。また、たとえ患者が老眼等であったとしても簡単に判別でき、便利である。
【００３９】
しかも、前記季節画像及び年齢識別画像は、処方データのうち、調剤日及び患者の生年月
日に基づいていずれの区分に該当するのかを判断することにより、該当するものが自動選
択（検索）されるようになっている。しかも、区分の具体的な範囲は、プログラムを変更
するまでもなく、ユーザが任意に設定可能である。
【００４０】
なお、前記実施形態では、薬袋７に各種写真画像データ（写真のみ）を印刷するようにし
たが、キャプション文字や絵を合成した写真や、イラスト等を印刷するようにしてもよい
。
【００４１】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明に係る薬袋印刷装置によれば、処方データに基づ
いて該当する画像を読み込み、薬袋に印刷するようにしたので、一目見るだけで種々のこ
とを判別可能で、取扱いに便利な印刷を自動的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本実施形態に係る薬袋印刷装置のブロック図である。
【図２】　図１のハードディスク装置に記憶した季節写真画像ファイルを示す図表である
。
【図３】　図１のハードディスク装置に記憶した年齢識別写真画像ファイルを示す図表で
ある。
【図４】　図１のハードディスク装置に記憶した顔写真画像ファイルを示す図表である。
【図５】　図１のハードディスク装置に記憶した患者区分写真画像ファイルを示す図表で
ある。
【図６】　図１のハードディスク装置に記憶した注意事項写真画像ファイルを示す図表で
ある。
【図７】　図１のＣＲＴディスプレイに表示される処方データ入力画面である。
【図８】　図１の中央処理装置による印刷処理内容を示すフローチャートである。
【図９】　図８に示す印刷処理に従って印刷した薬袋の正面図である。
【符号の説明】
１…ハードディスク装置
２…薬袋形成印刷部
３…中央処理装置（ＣＰＵ）
４…薬袋紙
５…ロール
６…熱溶着部
７…薬袋
８…切断部
９…カラープリンター
１０…ＲＡＭ
１１…ＲＯＭ
１２…ホストコンピュータ
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１３…ＣＲＴディスプレイ
１４…キーボード
１５…マウス
１６…デジタルスチルカメラ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】
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